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横浜市障害者プラン（第３期）策定に係るアンケートの調査結果（速報） 

 

１ 調査の概要 

 横浜市障害者プラン（第３期）策定にあたって、現状及びニーズ把握のため、アンケー

ト調査を行いました。 
 

（１）実施期間 

平成 26 年１月上旬～１月 31 日まで 
 

（２）送付数 

13,000 人（身体障害：9,000 人 知的障害：2,000 人 精神障害：2,000 人） 
…本市の平成 24 年度末現在の各障害者手帳所持者の約 10％を無作為抽出 

 

（３）回答数 

5,800 人（44.6％）（身体障害：4,206 人 知的障害：881 人 精神障害：713 人） 

２ 結果の概要 

（１）回答者の年齢及び性別 

  ア 年齢                                 （人） 

  ※選択肢に当てはまらない記載があった場合、無効として処理しています。（以下同様） 

 

イ 性別               （人） 

 男性 女性 無効 空白 総計 

身体 2,230 1,887 25 64 4,206

知的 559 308 8 6 881 

精神 358 329 8 18 713 
 

（２）回答者の障害状況 

  ア 身体障害者手帳 

 ●障害程度                              （人） 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無効 空白 総計 

1,492 725 621 917 226 186 ３ 36 4,206
 

   ●障害状況                              （人） 

視覚障害 
聴覚・平衡 

機能障害 

音声・言語

機能障害 

肢体不自由 

（上肢・下肢・体幹）

内部 

機能障害 
総計 

427 485 401 2,272 1,375 4,960

 ０歳～ 

５歳 

６ 歳 ～

18 歳 

19 歳～

29 歳 

30 歳～

39 歳 

40 歳～

49 歳 

50 歳～

64 歳 

65 歳 

以上 

無効

（※） 
空白 総計 

身体 93 247 157 245 479 1,746 1,217 1 21 4,206

知的 25 203 222 163 130 71 61 6 0 881 

精神 3 53 57 118 195 187 88 0 12 713 
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  イ 愛の手帳 

   ●障害程度                              （人） 

Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 無効 空白 総計 

200 198 162 304 ３ 14 881
 

  ウ 精神障害者保健福祉手帳 

   ●障害程度                              （人） 

１級 ２級 ３級 無効 空白 総計 

78 387 225 ５ 18 713
 

（３）回答結果（抜粋） 

 障害者の生活の中でも、特に重要だと思われる「障害理解」「暮らし」「日中の過ごし方」「就

労」の４項目の主な回答を抜粋しました。 

 

ア 障害理解 

問７ 障害を理由に経験した嫌な思い・不適切な対応など（複数回答可） 

 
 
 
 
 

※有効回答数＝総回答数から、「無効」や「空白」を除いた数（以下同様） 

 

身体障害者は、嫌な思いをしたことが「特にない」が最も多く、次いで「移動中」、「他人の視

線や言動」と続いています。 

知的障害者と精神障害者は「他人の視線や言動」が最も多く、次いで、知的障害者は「学

校生活」、精神障害者は「特にない」と続いています。 

 

イ 暮らし 

問 11 今の暮らしの状況 

 

 

 

 

 
 

身体障害者は、「自宅（配偶者やこどもと生活）」が最も多く、次いで、「自宅（親な

どと生活）、「自宅（ひとり暮らし）」の順となっています。 
知的障害者と精神障害者は、「自宅（親などと生活）」が最も多く、次いで、知的障

害者は、「グループホーム・ケアホーム」、精神障害者は、「自宅（配偶者やこどもと生

活）」となっています。 

割合 割合 割合

身体 26% 19% 16%

知的 22% 19% 16%

精神 20% 13% 13%

1,996

1,489

他人の視線や言動 学校生活
移動中（通勤・通所・買

い物などの外出時）

他人の視線や言動 特にない
移動中（通勤・通所・買

い物などの外出時）

２位

他人の視線や言動

３位
移動中（通勤・通所・買

い物などの外出時）
特にない

１位 有効回答数（※）

6,759

割合 割合 割合

身体 54% 25% 15%

知的 73% 12% 7%

精神 45% 23% 23%

4,141

自宅（親などと生活）
グループホーム・ケア
ホーム

入所施設 874

自宅（親などと生活）
自宅（配偶者やこども
と生活）

自宅（ひとり暮らし） 695

１位 ２位 ３位 有効回答数

自宅（配偶者やこども
と生活）

自宅（親などと生活） 自宅（ひとり暮らし）
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  ウ 日中の過ごし方 

問 16 今通っているところ 

 
 

 
 
 
 
 

身体障害者及び精神障害者では、「特に通っているところはない」が最も多くなって

います。 
知的障害者は、「福祉施設に通っている」が最も多く、「特に通っているところはな

い」は３位となっています。 

 
エ 就労 

問 21 これから働きたい・通いたいところ 

 
 
 
 
 
 
 

３障害ともに「一般企業」が 1 位となっています。一方、身体障害者と精神障害者

の２位は、「働きたくない」となっています。 
知的障害者は、２位に「就労系以外の福祉施設」、３位に「特例子会社」という順に

なっています。 
 
  ※身体障害者の「働きたくない」という回答が多かったことは、回答者の７割近くが 50 歳以

上だったためと推測されます。 
精神障害者の「働きたくない」という回答が多かったことは、他の回答結果などを含めて
分析しながら把握していきます。 

 

※ 回答の詳細やその他の項目の結果については、別添資料をご参照ください。 

 
（４）今後の予定 

今後、「障害状況と各項目」などのクロス集計を行い、障害者の認識と現状の違いな

どを把握していきます。 
また、グループインタビューなどで得られた意見が、他の障害者と差があるのかな

ども意識して分析して、横浜市障害者プラン（第３期）の策定に活かしていきます。 

 

 

割合 割合 割合

身体 51% 26% 10%

知的 38% 19% 11%

精神 47% 21% 12%

福祉施設に通っている 企業で働いている
特に通っているところは
ない（家で過ごしている
など）

874

特に通っているところは
ない（家で過ごしている
など）

福祉施設に通っている 企業で働いている 695

１位 ２位 ３位 有効回答数
特に通っているところは
ない（家で過ごしている
など）

企業で働いている 福祉施設に通っている 4,087

割合 割合 割合

身体 58% 21% 11%

知的 35% 30% 11%

精神 40% 31% 10%一般企業 働きたくない
就労系以外の福祉施設
（作業所を含む） 403

一般企業 働きたくない 在宅就労 1,703

一般企業
就労系以外の福祉施設
（作業所を含む）

特例子会社 422

１位 ２位 ３位 有効回答数
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３ 今後のスケジュールについて 

平成 26 年 
３月   【障害者施策推進協議会】 

【市会常任委員会】…アンケート結果（速報値）報告 
５月頃  【市会常任委員会】…素案提示 
５月末  素案策定（予定） 
７月頃  「市民意見募集」開始 
９月頃  【障害者施策推進協議会】 

【市会常任委員会】…市民意見募集結果報告 
11 月   原案策定（予定） 

 
平成 27 年 

 ３月   計画策定（予定） 
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